











Ｈ・ロレンスの 『チャタレー夫人の恋人』 (D. H. Law-





















































状態である｡ いわゆる産業 ｢革命｣ 以降, ……イギリ
スのカントリー・ライフは衰退し, 農業は困難な時期
を迎え, 村落では過疎化とともに社会の活力がかなり
の程度失われてしまったのである｣ (Morton ix)｡ こ
のような見方は, イギリスで人種退化が叫ばれるよう
になった世紀転換期以降にみられた典型例の一つであ





































































































































ドブネズミ｣ (20) と描写される｡ この ｢救いようの







































は車椅子を押し, 主人を屋敷まで連れ帰り, この ｢囚






















































































階級であり, ｢その唯一の機能, その誇りの礎は, 他
人が生み出した富を大量に消費することである｣
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り自由党の政治家でもあったＣ・Ｆ・Ｇ・マスターマ

























































クの現場へと向かう, 異様 (weird) で, 人間の
・・
姿をした捩じくれた小さな生き物たちを見たと














































は石炭, 鉄, 泥土に住みついているのだ, 魚が海
に, 芋虫が朽ちた木に住みついているように｡ 朽
ちていく鉱物から生まれた魂なのだ！ (LCL 159












た｣ (102) と反応するように, 『チャタレー』 におけ
る炭坑夫表象は, ブルジョア社会改良家たちのそれと















異様 (weird) で不気味 (uncanny) な人々で溢れ
・・ ・・・ ・・・・・





















り広げる｡ (From the Abyss 23 ; 強調引用者)









































































































｢不気味｣, ｢異様｣ が使われている｡ 実際, (コニーに
とって) 退屈な朗読を終えて妻を眺める彼の瞳は ｢青
白い不気味な瞳｣ である (138)｡ また炭鉱のマネージ
メントに彼は ｢不気味ともいえる巧妙さ｣ と ｢不気味
ともいえる鋭さ｣ を発揮し, そして ｢彼の不気味な物
質的力｣ で幹部たちをまとめていく (107, 291, 110)｡
｢異様な車椅子号｣ と形容される電動車椅子に乗った
夫との生活にコニーは ｢異様な嘘, そして愚蒙の驚く




























































というほど, 彼女には馴染めなかった｡ いや, それ以
上に異質だった｡ 何しろ彼らの洗練さといったらむし


















































































なければなりません｣ (“Canada’s Nordic Needs” 11)｡
また翌日の同誌によれば, クラークは統計のデータを




























落ち合う (FLC 565)｡ コニーはパーキンに ｢あなた
の腕に抱いてもらえるところへ連れてって｣ (FLC






























































































版社対策で｣ (6L 318)｡ ちなみに ｢レディ・ジェイン｣
の俗称についても同様のことが言える｡
2) 古典的例を挙げれば, Scott Sanders は, この小説
は６つの二項対立, すなわち自然／文化, 森／ラグビー
邸, 労働者階級／支配階級, 身体／知性, 沈黙／言語













｢炭鉱｣, 石炭を採掘するために掘った穴を ｢炭坑｣ と
表記する｡ 従って採炭夫は ｢炭坑夫｣ とする｡
4) ロレンスは, パリ版の序文をリライトした ｢『チャ









5) 例えば先述の Sandersはこの場面について, ｢コニー・
チャタレーは, ロレンスが炭坑地区を回ったドライヴ
を再現している｣ (175) と論じている｡ また Ferrall







論じている(Heart of the Empire 2)｡ またロレンス自
身も 『ヨーロッパ史のうねり』 の中で, 19世紀後半の
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パリについて ｢社会主義, 共産主義, アナーキズムが
盛んに喧伝された｣ と書いている (MEH 250)｡
7) James 30708 参照｡










Blanchard, Lydia. “Lawrence, Foucault, and the Language
of Sexuality.” D. H. Lawrence, edited by Peter
Widdowson, Longman, 1992, pp. 11934.
Booth, William. In Darkest England and the Way Out. Inter-
national Headquarters of the Salvation Army, 1890.
“Canada’s Nordic Needs.” Times, 25 May 1923, p. 11.
Dowbiggin, Ian Robert. Keeping America Sane: Psychiatry
and Eugenics in the United States and Canada, 1880
1940. Cornell UP, 1997.
Ferrall, Charles, and Dougal McNeill. Writing the 1926 Gen-
eral Strike: Literature, Culture, Politics. Cambridge UP,
2015.
“Immigration and the Unfit.” Times, 26 May 1923, p. 11.
James, Lawrence. The Rise and Fall of the British Empire.
New ed., Abacus, 1998.
Lawrence, D. H. The First and Second Lady Chatterley Nov-
els. Edited by Dieter Mehl and Christa Jansohn, Cam-
bridge UP, 1999. [FLC]
. Lady Chatterley’s Lover and a Propos of “Lady
Chatterley’s Lover”. Edited by Michael Squires, Cam-
bridge UP, 1993. [LCL]
. The Letters of D. H. Lawrence. Edited by James
T. Boulton et al., vol. 6, Cambridge UP, 1991. [6L]
. Movements in European History. Edited by Philip
Crumpton, Cambridge UP, 1989.
. Studies in Classic American Literature. Edited by
Ezra Greenspan et al., Cambridge UP, 2003. [SCAL]
Masterman, C. F. G. From the Abyss: Of Its Inhabitants by
One of Them. R. B. Johnson, 1902.
. The Heart of the Empire : Discussions of Problems
of Modern City Life in England, with an Essay on Imperi-
alism. 2nd ed., Fisher Unwin, 1907.
Morton, H. V. In Search of England. Methuen, 1927.
Parcq, Herbert Du. Life of David Lloyd George. vol. IV,
Caxton, 1912.
Sanders, Scott. D. H. Lawrence: The World of the Five Major
Novels. Viking, 1974.
岩井 学：ブルジョア神話への反逆と順応 33
